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調査対象

※各調査の調査対象者は、住民基本台帳から無作為抽出した。（⑤、⑦を除く）

※無作為抽出は、調査間での対象者の重複を避け、所定の人数を抽出した。

①高齢者一般調査

【高齢者一般】

【介護予防事業利用者】

【介護予防事業未利用者】

【高齢者一般】

介護保険の認定を受けている方を含む 65 歳以上の方から無

作為に 3,000 人を抽出した。

【介護予防事業利用者】

２次予防事業対象者の認定を受けており、かつ平成22年５～

８月までに介護予防事業を利用した方全員（144 人）を対象と

した。

【介護予防事業未利用者】

２次予防事業対象者の認定を受けており、かつ介護予防事

業を利用していない方から無作為に 400 人を抽出した。

②これから高齢期を

迎える方の調査

【これから高齢期一般】

【介護サービス利用者】

【これから高齢期一般】

介護保険の認定を受けていない55～64歳の方から無作為に

1,000 人を抽出した。

【介護サービス利用者】

介護保険の認定を受けており、かつ介護サービスを利用して

いる 55～64 歳の方から無作為に 200 人を抽出した。

③介護サービス

利用者調査

介護保険の認定を受けており、かつ介護サービスを利用して

いる 65 歳以上の方から無作為に 3,000 人を抽出した。

④介護サービス

未利用者調査

介護保険の認定を受けているが、介護サービスを利用してい

ない 65 歳以上の方から無作為に 1,500 人を抽出した。

⑤特別養護老人ホーム

入所待機者調査

平成 22 年 12 月現在、特別養護老人ホーム入所待機中の方

全員（2,982 人）を対象とした。

⑥日常生活圏域

ニーズ調査

練馬地区から介護保険の認定を受けている方を含む 65 歳以

上の方から無作為に 800 人を抽出した。

⑦介護サービス

事業所調査

平成 23 年１月現在、介護サービスを提供している区内の 718

事業所を対象とした。
居宅介護支援（172）、訪問介護（162）

訪問入浴介護（９） 、訪問看護（32）

訪問リハビリテーション（８）、通所介護（134）

通所リハビリテーション（11）

特定施設入居者生活介護（34）

福祉用具貸与（20）、福祉用具販売（24）

短期入所生活介護(23)、短期入所療養介護(10)

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）(20)

介護老人保健施設（７） 介護療養型医療施設（５）

認知症対応型通所介護（17）

認知症対応型共同生活介護（グループホーム）（21）

小規模多機能型居宅介護（７）

夜間対応型訪問介護（２）
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１．回答者属性

（１）世帯構成

ア.高齢者一般は、「単身（ひとりぐらし）世帯」と「夫婦のみ（配偶者は 65 歳以上）

の世帯」で過半数を占めている。

イ.「単身（ひとりぐらし）世帯」の割合をくらべると、介護サービス利用者が 34.2％

と最も多い。

34.2

31.4

12.0

24.6

4.9

16.7

1.3

54.4

35.7

16.0

22.2

25.0

37.0 1.6

32.6

36.1

6.1

4.2

3.1

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般
N=2,106

これから高齢期一般
N=568

介護サービス利用者
N=1,592

介護サービス未利用者
N=878

単身（ひとりぐらし）世帯 夫婦のみ（配偶者は65歳以上）の世帯
夫婦のみ（配偶者は64歳以下）の世帯 その他の世帯
無回答

図表 1 世帯構成 （単数回答）

２．日常生活の状況

（１）日常生活での自立状況

ア.高齢者一般の日常生活における自立状況については、８割以上の方が「ア～オの

すべてができる」と回答しており、日常生活において自立していることがわかる。

《自立状況の分析》

30.8

15.4

74.2

58.7

80.8

17.0

3.8

8.9

10.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般 N=2,106

介護サービス利用者 N=1,592

介護サービス未利用者 N=878

すべてできる １つ以上できない 無回答

図表 2 日常生活での自立の状況 （単数回答）

ア．バスや電車を使ってひとりで外出できる

イ．日用品の買い物ができる

ウ．食事の用意ができる

エ．請求書の支払いができる

オ．お金の管理ができる

これら５項目について回答のあ

る人を

「すべてできる」と

「いずれか１つ以上できない」

に分類した。
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３．社会参加

（１）地域活動への参加の状況・きっかけ

ア.町会・自治会やボランティア・ＮＰＯなどの地域活動への参加状況をみると、高

齢者一般、これから高齢期一般ともに「活動はしていない」という回答が多い。

イ.活動に参加していない人が参加するきっかけは、「時間に余裕があれば活動した

い」「関心・興味のあるテーマがあれば活動したい」が上位にあげられている。

65.1

13.1

8.5

6.6

4.2

1.6

10.6

76.4

12.1

4.8

4.8

0.0

1.6

3.7

0 20 40 60 80

活動はしていない

サークル・趣味活動をしている

町会・自治会の活動をしている

ボランティア活動をしている

老人クラブの活動をしている

ＮＰＯ活動をしている

無回答
高齢者一般 N=2,106

これから高齢期一般 N=568

％

図表 3 地域活動の参加の状況 （複数回答）

22.3

31.0

15.6

11.0

10.2

11.3

12.2

23.0

4.2

47.7

38.7

15.7

9.2

9.9

7.1

5.5

14.7

3.2

0 10 20 30 40 50

時間に余裕があれば活動したい

関心・興味のあるテーマがあれば活動したい

活動拠点が身近なところにあれば活動したい

紹介があれば活動したい

知り合いがいれば活動したい

健康状態がよくなったら活動したい

その他

活動したくない・関心がない

無回答
高齢者一般 ｎ=1,372
これから高齢期一般 ｎ=434

％

図表 4 地域活動への参加のきっかけ （複数回答）

活動はしていない：高齢者一般 1,372 人 これから高齢期一般 434 人

【地域活動への参加のきっかけ】
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（２）これから高齢期を迎える方の地域との関わり

ア.これから高齢期一般の地域との関わりをみると、「近所の人とはほとんどつきあ

いはない」が、男女・年齢問わず、１割程度みられる。

イ.「近所の方と行き来している」は、女性での割合が高く、特に 60～64 歳での割

合が高くなっている。一方、男性は、55～59 歳、60～64 歳ともに１割程度となっ

ている。

83.1

8.4

11.7

5.2

5.8

3.2

0.6

76.3

25.0

10.5

6.6

6.6

2.6

1.3

78.1

10.4

8.9

5.7

6.3

6.8

2.1

65.4

33.1

11.0

11.0

7.1

4.7

0.0

0 20 40 60 80 100

挨拶をする程度

近所の方と行き来している

近所の人とはほとんどつきあいはない

地域の集まりに参加している

地域のグループに参加している

町会等の役員をしている

無回答

男性 55～59歳 ｎ＝154

女性 55～59歳 ｎ＝76
男性 60～64歳 ｎ＝192

女性 60～64歳 ｎ＝127

％
【これから高齢期一般】

図表 5 男女・年齢区分×地域との関わり／これから高齢期一般 （複数回答）
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４．健康・医療（介護と医療の連携）

（１）通院・往診等の頻度

ア.これから高齢期一般では、病院・医院（診療所、クリニック）に通院している人

は、６割弱となっている。

イ．介護サービス利用者、介護サービス未利用者では、診察を受けている人（通院

または往診により病院・医院を利用）が、それぞれ９割弱となっている。

ウ.通院・往診の頻度をみると、これから高齢期一般、介護サービス利用者、介護サ

ービス未利用者のいずれも、「月１回程度」が最も多い。

41.956.2 1.9通院の有無

はい いいえ 無回答

16.3 48.35.0 15.7 12.9 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通院している
n=319

週１回以上 月２～３回 月１回程度

２か月に１回程度 ３か月に１回程度 無回答

【これから高齢期一般 （Ｎ＝568)】

図表 6 通院の状況及び通院・往診等の頻度／これから高齢期一般 （単数回答）

10.2

8.3

29.3

26.0 40.7 4.2

13.2

15.8

35.6 6.8

2.0

1.5

3.0

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護サービス利用者
n=1,428

介護サービス未利用者
n=761

週２回以上 週１回程度 月２回程度 月１回程度

数か月に１回程度 定期的ではない 無回答

89.7

4.0

7.2

86.7

4.8

9.3

0 20 40 60 80 100

診療を受けている

診療を受けていない

無回答
介護サービス利用者 N=1,592

介護サービス未利用者 N=878

％

診察を受けている

図表 7 通院・往診の状況及び通院・往診等の頻度 （単数回答）
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５．介護予防

（１）介護予防事業の利用意向

ア.各種介護予防事業の利用意向は、いずれも「ストレッチ、筋力向上トレーニング、

バランス運動を行う教室」の割合が高く、特に介護予防事業利用者で 72.7％と高

くなっている。

36.0

27.3

23.4

11.1

7.7

25.5

10.3

48.9

34.3

20.6

15.8

9.9

24.3

3.0

72.7

44.7

40.9

28.8

22.7

2.3

3.8

32.7

32.7

18.6

16.0

7.1

25.0

13.5

0 20 40 60 80

ストレッチ、筋力向上トレーニング、
バランス運動を行う教室

認知症を予防するための教室

保健師等によるアドバイス

効率的な栄養摂取等を
習得するための教室

口腔衛生や口の体操などの教室

上記で利用してみたいものはない

無回答

高齢者一般 N=2,106
これから高齢期一般 N=568
介護予防事業利用者 N=132
介護予防事業未利用者 N=312

％

図表 8 介護予防のサービスの利用意向 （複数回答）

（２）介護予防事業の利用のきっかけ・利用後の変化

ア.「自分で必要と判断したため」「医師等の専門家からの指導や助言」をきっかけ

とした事業への参加が多くなっている。

イ.介護予防事業利用者の６割強の方が「意識的に運動をするようになった」と回答

している。

47.4

34.6

12.8

3.8

1.3

19.2

2.6

0 10 20 30 40 50

自分で必要と判断したため

医師等の専門家からの指導や助言

検査の結果が気になったため

知人や友人からのアドバイスや一言

家族のアドバイスや一言

その他

無回答 介護予防事業利用者 n=78

％

図表 9 介護予防事業利用のきっかけ （複数回答）
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64.1

44.9

28.2

25.6

25.6

3.8

11.5

83.8

40.5

43.2

32.4

29.7

2.7

10.8

85.7

37.1

37.1

31.4

22.9

8.6

8.6

48.5

81.8

18.2

15.2

30.3

12.1

0.0

0 20 40 60 80 100

意識的に運動をするようになった

口腔ケアをするようになった

外出が増え生活の楽しみが増えた

家族以外の人との会話が増えた

バランスの良い食事になった

その他

特に変化は起こらなかった

介護予防事業利用者 全体 ｎ=78
高齢者筋力向上トレーニング ｎ＝37
転倒予防のための体力づくり教室 ｎ＝35
しっかりかんで元気応援教室 ｎ＝33

％

※回答数（参加者数）が30人以上の事業のみ集計
「無回答」はゼロの為、非表示

図表 10 介護予防事業別利用後の変化 （複数回答）

６．高齢者相談センター（地域包括支援センター）

（１）高齢者相談センターの認知度

ア.高齢者相談センター（※）を「知らない」と回答した割合は、高齢者一般で35.7％、

これから高齢期一般で 53.9％となっている。

50.3

38.2 53.9 1.8

3.4

1.4
4.8

4.5
35.7 6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般
N=2,106

これから高齢期一般
N=568

現在利用している 利用したことがある 名前は知っているが、未利用 知らない 無回答

図表 11 高齢者相談センターの認知度 （単数回答）

※高齢者相談センター：練馬区における地域包括支援センターの呼称のこと。

高齢者相談センターは、総合福祉事務所内に設置された本所（4 か所）と、支所（22か所）

により運営されている。
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７．認知症

（１）認知症に対するイメージ

ア.認知症に対するイメージについては、「高齢者でなくても認知症になる可能性が

ある」「認知症は治療により、進行を遅らせたり、症状を軽くする可能性がある」

の割合が高く、それぞれ、高齢者一般で６割程度、これから高齢期一般で７割強

となっている。

イ.次いで「認知症の介護は、家族だけでなく地域社会や専門機関の支援・協力も欠

かせない」、「認知症の兆候を早期に発見できるしくみがあるとよい」の割合が高

く、高齢者一般の６割弱、これから高齢期一般の６割強となっている。

ウ.また、多くの項目について、高齢者一般よりもこれから高齢期一般の方が１割程

度高い割合となっている。

61.5

59.5

57.4

57.5

46.1

39.0

37.5

35.0

2.9

5.0

74.5

70.2

65.7

62.9

48.8

46.0

45.4

38.0

1.4

1.4

0 20 40 60 80

高齢者でなくても認知症になる可能性がある

認知症は治療により、進行を遅らせたり、
症状を軽くする可能性がある

認知症の介護は、家族だけでなく地域社会や
専門機関の支援・協力も欠かせない

認知症の兆候を早期に発見できる
しくみがあるとよい

認知症は予防できる可能性がある

認知症は病気である

認知症サポーターをもっと養成したほうがよい

残された能力を活かしてその人らしく
生活を送ることは可能である

その他

無回答
高齢者一般 N=2,106

これから高齢期一般 N=568

％

図表 12 認知症に対するイメージ （複数回答）
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８．高齢期の住まい

（１）高齢期を過ごすための住まいの工夫

ア．高齢期を過ごすための住まいの工夫として、「寝室とトイレが同じ階にある」「手

すりをつけている」の割合が高く、特に、介護サービス利用者、介護サービス未

利用者では６～７割となっている。

イ．これから高齢期一般では、「特に工夫はしていない」が５割弱となっている。

60.4

43.6

27.7

23.2

27.4

20.3

20.9

10.0

2.8

34.9

3.2

40.8

31.9

19.0

24.5

11.4

13.4

10.6

7.9

1.9

46.3

2.6

72.2

69.6

31.7

31.8

27.9

27.2

23.6

13.3

2.8

17.0

3.5

69.7

60.7

29.7

28.0

25.1

26.1

22.0

11.3

1.7

24.0

4.1

0 20 40 60 80

寝室とトイレが同じ階にある

手すりをつけている

浴槽をまたぎやすい高さにしている

段差をなくしているところがある

台所・洗面所を使いやすくしている

扉など引き戸にしているところがある

脱衣場やトイレに暖房を設置している

滑り止めをしているところがある

その他

特に工夫はしていない

無回答
高齢者一般 N=2,106

これから高齢期一般 N=568
介護サービス利用者 N=1,592

介護サービス未利用者 N=878

％

図表 13 高齢期を過ごすための住まいの工夫 （複数回答）
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９．介護保険施設

（１）施設等の申込み状況

ア．介護サービス利用者、介護サービス未利用者ともに３割強が「施設への入所（入

院）意向はない」と回答している。

3.8

2.3

0.9

0.8

2.1

2.6

5.2

33.5

51.1

2.2

1.7

0.7

0.7

0.3

3.9

4.2

35.2

53.1

0 10 20 30 40 50 60

特別養護老人ホーム

老人保健施設

療養病床

認知症対応型共同生活介護

有料老人ホーム

一般の病院（医療保険での入院）

その他

施設への入所（入院）意向はない

無回答

介護サービス利用者 N=1,592
介護サービス未利用者 N=878

％

図表 14 介護保険施設等の申込み状況 （複数回答）

（２）施設等の入所を希望しない理由

ア．施設等の入所を希望しない理由をみると、介護サービス利用者、介護サービス

未利用者とも「できるかぎり自宅で過ごしたいから」が７割程度である。

イ．次いで「できるだけ自分でしたいから」と回答する割合が多いが、特に介護サ

ービス未利用者は介護サービス利用者よりも 10 ポイント以上高い。

72.3

25.7

22.7

11.4

13.3

12.4

5.6

7.9

3.7

2.4

67.3

37.2

26.5

9.7

7.4

6.1

12.3

5.2

5.8

2.9

0 20 40 60 80

できるかぎり自宅で過ごしたいから

できるだけ自分でしたいから

家族介護で十分生活できるから

家族とのつながりを保ちたいから

入院・入所で費用がかかるから

在宅介護サービスで十分だから

健康状態が良好だから

施設は自由がきかないと思うから

友人とのつきあいを続けたいから

隣近所とのつきあいを続けたいから

介護サービス利用者 n=534
介護サービス未利用者 n=309

％

図表 15 施設等の入所を希望しない理由 （複数回答）
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10．高齢者の見守り

（１）見守りに対する意向

ア.見守りに対する意向は、介護サービス未利用者よりも介護サービス利用者の方が

高い割合となっている。

イ.介護サービス利用者、介護サービス未利用者とも「簡単な健康状態のチェックを

受ける」「定期的に訪問してもらう」「定期的に電話をもらう（安否の確認など）」

の割合が高くなっている。

ウ.「定期的に訪問してもらう」を希望する人が希望する頻度をみると、「週に１～

２回」が最も多く、介護サービス利用者で 44.6％、介護サービス未利用者で 39.2％

となっている。

27.1

28.9

17.0

12.6

10.3

8.0

12.8

25.4

25.5

16.9

16.7

12.4

6.9

4.7

11.3

34.7

0 10 20 30 40

簡単な健康状態のチェックを受ける

定期的に訪問してもらう

定期的に電話をもらう
（安否の確認など）

食事内容や栄養バランスの
アドバイスを受ける

回覧物や郵便物などの
チェックをしてもらう

金銭などの貴重品の管理状況の
確認をしてもらう

その他

無回答

介護サービス利用者 N=1,592

介護サービス未利用者 N=878

％

図表 16 見守りの意向 （複数回答）

16.3

13.5

44.6

39.2 14.28.1

14.3 8.7

16.9

12.6 2.0

4.1

1.5

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護サービス利用者
n=460

介護サービス未利用者
n=148

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に２～３回 月に１回 ２～３か月に１回 無回答

【「定期的に訪問してもらう」訪問の頻度】

図表 17 定期訪問の頻度 （単数回答）
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11．介護保険サービスの利用状況

（１）介護保険サービスの利用状況

ア. 平成 22 年９月～11 月の間に利用した介護保険サービスをみると、「通所介護」

「訪問介護」「福祉用具貸与・購入」の利用者が多くなっている。

【介護サービス利用者（N＝1,592）】

34.5

33.5

29.2

19.2

9.1

8.6

7.6

6.8

5.6

4.8

3.1

3.0

1.6

0.8

0.7

0.6

6.1

10.7

0 10 20 30 40

通所介護（デイサービス）

訪問介護

福祉用具貸与・購入

通所リハビリ（デイケア）

訪問看護

訪問入浴介護

短期入所生活介護

訪問リハビリ

住宅改修

居宅療養管理指導

特定施設入居者生活介護
（有料老人ホーム）

短期入所療養介護

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

夜間対応型訪問介護

いずれも利用していない

無回答

％

図表 18 介護サービスの利用状況／介護サービス利用者（複数回答）
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12．家族介護者の状況

（１）家族介護の負担や困り事（家族介護者が回答）

ア.在宅介護で家族介護者が困っている・負担に感じている事についてみると、介護

サービス利用者、介護サービス未利用者とも、「日中、家を空けるのを不安に感じ

る」「精神的なストレスがたまっている」の割合が高くなっている。

44.3

34.9

28.1

23.4

25.1

20.4

16.3

15.2

12.7

12.3

13.3

9.8

8.5

7.4

4.8

3.4

2.7

3.8

13.5

40.5

35.8

24.5

26.2

22

19.8

18.3

12.9

14.8

14.6

10.6

13.7

7.1

6.9

7.5

6.9

1.7

3.5

11.6

8.0
10.0

0 10 20 30 40 50

日中、家を空けるのを不安に感じる

精神的なストレスがたまっている

自分の自由になる時間が持てない

身体的につらい(腰痛や肩こり等)

自分の用事ができない

本人の言動が理解できないこと

先々のことを考える余裕がない

睡眠不規則になり健康状態が悪い

経済的につらいと感じた時がある

本人に症状を伝えるのが難しい

来客にも気を遣う

家の構造が介護に適していない

介護を他の人に任せてよいか悩む

家族等が介護に協力してくれない

適切な対応や介護方法が分らない

どう相談すればよいか分らない

本人が受診を同意しない

サービス利用後に状態が悪化した

その他

特に困っていることはない
介護サービス利用者 n=887
介護サービス未利用者 n=481

％

図表 19 主たる家族介護者からみた困り事 （複数回答）
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13．特別養護老人ホーム入所待機者調査

（１）特別養護老人ホームを申し込んだ理由

ア.自分自身や家庭の状況からみた理由は、「将来の介護に不安を感じるため」が５

割弱と最も多く、次いで「家族が精神的に疲れているため」「家族が身体的に疲

れているため」がともに４割弱となっている。

イ.在宅サービスの状況からみた理由は、「24 時間のホームヘルプサービスが必要な

ときに使えないため」「ショートステイが必要なときに使えないため」がともに

１割強となっている。

ウ.特別養護老人ホームの特徴からみた理由は、「24 時間介護が受けられるため」が

８割と最も多く、次いで「専門的な介護が受けられるため」が６割となっている。

【自分自身や家庭の状況からみた理由 （N=1,484)】

46.5

39.3

38.4

33.7

26.5

20.9

3.3

8.4

1.1

6.2

0 10 20 30 40 50

将来の介護に不安を感じるため

家族が精神的に疲れているため

家族が身体的に疲れているため

家族が高齢あるいは病弱で、介護が困難なため

家族が働いており介護する家族がいないため

ひとりぐらしにより介護する家族がいないため

在宅サービスを使いたくないため

その他

特にない

無回答

％

【在宅サービスの状況からみた理由 （N=1,484)】

13.9

13.5

7.3

4.7

4.2

12.1

25.3

34.4

0 10 20 30 40

24時間のホームヘルプサービスが使えないため

ショートステイが必要なときに使えないため

現在の在宅サービスでは不満があるため

デイサービスが必要なときに使えないため

地域に十分な介護サービス事業者がいないため

その他

特にない

無回答

％

【特養ホームの特徴からみた理由 （N=1,484)】

79.9

60.2

44.7

33.6

31.0

14.0

4.3

2.5

7.5

0 20 40 60 80

24時間介護が受けられるため

専門的な介護が受けられるため

孤独にならないため

防犯、防災などで安心できるため

掃除、洗濯などの家事がいらないため

在宅より費用が安くなるため

その他

特にない

無回答

％

図表 20 特別養護老人ホームを申し込んだ理由／３種 （複数回答）
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（２）在宅生活を続けるために必要なこと

ア．特別養護老人ホームへ入所するまでの間、在宅生活を続けるために『自分自身

に必要なこと』は、「健康状態や身体の機能を維持・向上すること」が５割強と

最も多くなっている。

イ．『家族に必要なこと』は、「精神的な介護負担が軽くなること」が５割弱、「身

体的な介護負担が軽くなること」が５割弱と最も多くなっている。次いで「健康

状態を維持・回復できること」が４割弱となっている。

【自分自身に必要なこと （Ｎ＝1,484）】

53.9

18.1

9.4

9.4

5.9

28.3

0 10 20 30 40 50 60

健康状態や身体の機能を維持・向上すること

ひとりぐらしによる不安をなくすこと

家事ができるようになること

その他

特にない

無回答

％

図表 21 在宅生活を続けるために必要なこと／自分自身に必要なこと （複数回答）

【家族に必要なこと （Ｎ＝1,484）】

46.6

45.8

38.4

21.2

12.3

3.0

3.2

5.8

28.8

0 10 20 30 40 50

精神的な介護負担が軽くなること

身体的な介護負担が軽くなること

健康状態を維持・回復できること

働き続けられること

より良い介護方法を身につけること

その他

特にない

家族はいない

無回答

％

図表 22 在宅生活を続けるために必要なこと／家族に必要なこと （複数回答）
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14．日常生活圏域ニーズ調査

○練馬区では、第５期介護保険事業計画の策定にあたり、高齢者のニーズをより的

確に把握するため有効な手法として国が推奨している「日常生活圏域ニーズ調査」

を実施しました。

○日常生活圏域内の高齢者の要介護リスク等の指標を把握・集計することで、ニー

ズを客観的に把握し、当該圏域ごとに必要なサービスの種類・量を適切に算定す

るための基礎資料とします。

○今回の調査では、練馬区の４つの日常生活圏域のうち、「練馬」地区をモデル圏域

として設定し、実施しました。

（１）運動機能

ア.運動機能については、以下の設問の①～③で「いいえ」と回答した方を１点、④、

⑤で「はい」と回答した方を１点として合計し、３点以上をリスク該当者とした。

日常生活圏域ニーズ調査（n=634）
設 問

はい いいえ 不明・無回答

① 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 54.1 39.3 6.6

② 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか 68.8 25.7 5.5

③ １５分位続けて歩いていますか 77.1 17.5 5.4

④ この１年間に転んだことがありますか 26.0 70.3 3.6

⑤ 転倒に対する不安は大きいですか 46.5 46.8 6.6

単位：％

回答者数

A：判定可能者数

リスク該当者 非該当者
判定不能者地域

B：人員数 B/A：割合 人員数 人員数

合計 620 546 153 28.0% 393 74

旭丘 31 26 7 26.9% 19 5

向山 43 37 12 32.4% 25 6

小竹町 36 33 6 18.2% 27 3

栄町 13 10 8 80.0% 2 3

桜台 108 92 17 18.5% 75 16

豊玉上 17 16 6 37.5% 10 1

豊玉北 65 57 17 29.8% 40 8

豊玉中 39 36 12 33.3% 24 3

豊玉南 30 27 8 29.6% 19 3

中村 33 31 8 25.8% 23 2

中村北 30 29 8 27.6% 21 1

中村南 25 21 4 19.0% 17 4

貫井 65 55 16 29.1% 39 10

練馬 59 54 16 29.6% 38 5

羽沢 26 22 8 36.4% 14 4

図表 23 運動機能に関するリスク該当者結果

※図表 23 の回答者数合計は、居住地域不明者を除いている。
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15．介護サービス事業所調査

（１）サービスの質の向上の取り組み

ア．サービスの質の向上の取り組みは、「各種研修会、学習会・セミナーの実施や

参加」が８割弱と最も多くなっている。

イ．次いで「事故防止のためにヒヤリ･ハット事例の収集・共有を図っている」「サ

ービス提供のガイドライン、マニュアルを作成している」がともに７割弱となっ

ている。

77.7

68.0

65.0

52.0

42.3

38.4

36.4

23.6

18.2

6.4

5.9

2.0

2.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

各種研修会、学習会・セミナーの実施や参加

事故防止のために事例の収集・共有を図っている

サービス提供のマニュアルを作成している

管理者が直接指導している

利用者や家族に対し満足度調査を行っている

現場のスタッフが自発的にケース検討会を実施

独自の自己評価を実施している

積極的に外部評価を受けている

意見箱を設置している

現場スタッフに任せている

その他

特に行っていない

無回答

％
【サービス事業所（N=440)】

図表 24 サービスの質の向上の取り組み（複数回答）

（２）事故防止の取り組み

ア．事故防止の取り組みは、「事故発生時の対応マニュアルの作成」と「ヒヤリ・

ハット報告の徹底」がそれぞれ７割弱となっている。

イ．次いで「感染症予防マニュアルの作成」「事故防止マニュアルの作成」がそれ

ぞれ６割強となっている。

69.5

68.6

64.1

63.4

53.6

29.3

3.6

4.5

3.9

0 10 20 30 40 50 60 70

事故発生時の対応マニュアルの作成

ヒヤリ・ハット報告の徹底

感染症予防マニュアルの作成

事故防止マニュアルの作成

事故防止研修の実施

応急処置技能研修の実施

その他

特にない

無回答

％
【サービス事業所（N=440)】

図表 25 事故防止の取り組み（複数回答）
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